
閉会挨拶

防災研究所長 石原 和弘

防災研究所長の石原でございます。

きょうは、午前10時 から、早い方は9時 過ぎに来ておられましたが、長い間、この京都大学附置研究所 ・

センターシンポジウムにおつきあいいただきまして、ありがとうございました。今回は22の 研究所 ・セン

ターのうちから4つ の研究所の先生に加えて、元メンバーのお1人 である益川先生の5人 の方々に研究活

動と研究成果についてご講演いただきました。

今回も講演者ご自身がユニークな方々でありまして、学問 ・研究のユニークさに加えて研究者のユニー

クさ、また、実際に研究は一体どのようにやっていくのか、研究成果が世の中に見えるまでにはどんなプロ

セスをふんでいくのかということを幾らかはご理解いただけたと思います。

私自身は、30数 年間火山の現場でフィールドワーク中心の研究を行ってきたわけですが、最近忘れか

けていた妄想や思い込みの大切さを、講演を聞いて思い出しました。妄想や思い込みは何かを明らかに

したいという研究の原動力であり、多くの場合は幻想に終わってしまうのですが、それを繰り返しているう

ちに、新たな知見にたどり着くという経験を思い出したところです。

今回は高校生や若い方々も参加されることを想定して企画しました。講演者の先生方にはそれを考慮し

てお話しいただいたところです。京都大学の研究所は京都にあるだけではなく、皆様ご存じのように、犬

山には霊長類研究所が、コーディネータを務めていただきました代谷先生は大阪府の原子炉実験所で研

究され、そのほか研究所 ・センターに関連する施設は、北海道から九州、屋久島まであります。京都大

学の研究所 ・センターは、これら野外や国外にも研究拠点を持っていて、それらを含めて研究者の創造性

を育て、若い方の意欲をかきたてて新たな研究を展開するとともに、先ほど杉原先生、矢野先生からお話

がありましたように、研究成果を社会に役立てる、あるいは社会のニーズにこたえる研究活動も行っています。

京都大学の研究所 ・センターでは多数の大学院の学生が研究を行っています。高校生の方々には、大

学に入学し、もし自分が興味を持つことをもっと知りたい、研究をしたいということであれば、学部を卒業

したあと大学院へ進学し、研究所やセンターで研究に取り組んでいただければうれしく思います。

今回、皆様方から多数のアンケートの回答をいただきました。それを活かしまして、次回、5回 、6回

と10回 まではこのようなシンポジウムを継続していきたいと思っています。今後ともよろしくお願いいたし

ます。長い間お付き合いいただきまして、ありがとうございました。
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